
2023年 9月 10日（37週目)主日礼拝            「偶像国家をキリスト国家にする教会」(使徒 19:8-10) 
〇偶像(サタン) 

１、内側：創世記３章、６章、１１章のようなサタンのやぐらを作っている。自分中心の中にいるから失敗をするしかない。 

２、宗教：サタンが宗教という偶像を作った。使徒１３章、１６章、１９章の中に陥っている。 

〇アルテミスの偶像－使徒 19:24(それというのは、デメテリオという銀細工人がいて、銀でアルテミス神殿の模型を作り、職人たちにかなりの収入を得させていたが、) 

・アルテミスを月の神として拝んだ。農業の神として多産をするようにする神で、淫乱な神として拝んでいる。悪魔は、宗教を使って人々を惑わすようにする。 

３、政治と文化：偶像が政治、文化と繋がるようになる。江戸時代の徳川は仏教を利用して(日光東照宮)、昭和の時代には天皇を神格化した。偶像崇拝で災いが増えた。 

・不安・恐れ―ヘブ２：１４－１５―悪魔は不安・恐れを与えて人々を滅ぼそうとする。憎しみがあると心の病になるしかない。国家的な宗教になる時に、国家的な災いとなるしかない。 

〇使徒８：４－８－偶像崇拝の故に様々な病気が起こるようになった。明治神宮を作った結果、関東大震災の災いが起こった。 

1.解決の道 2.勝利する道 3.答え 

△悪魔は、キリストによって打ち砕かれる。  

1)ただキリストと御言葉－創 3:15,使 19:10 

(これが二年の間続いたので、アジヤに住む者 

はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことば 

を聞いた。) 

・ただキリストになる時に問題は解決される 

・２年の間、御言葉を語り続けた。 

・アジヤ中の人々が生かされるようになる。 

2)7つのやぐらの祈り 

・７つのやぐらの祈りをするように。 

・三位一体の神様が共にいることを味わう 

―新しい力が与えられる。 

・２４時,２５時,００(永遠)の恵みを味わう。 

3)新しい力－使徒 19:20(こうして、主のことば 

は驚くほど広まり、ますます力強くなって行 

った。) 

・聖霊様は無限的な力がある。 

・自分が強くなる時に問題は問題ではない。 

・神様は無限的な力を与えて下さる。 

 

△Oneness チーム(教会)が必要である。一つになる

教会が必要である。 

1)使徒 19:22(そこで、自分に仕えている者の中から 

テモテとエラストのふたりをマケドニヤに送り出 

したが、パウロ自身は、なおしばらくアジヤにと 

どまっていた。) 

・エラストは、市の財産を管理する重役である。 

・テモテ、エラストを中心に働きが起こった。 

2)Ⅰコリ 16:19(アジヤの諸教会がよろしくと言って 

います。アクラとプリスカ、また彼らの家の教会 

が主にあって心から、あなたがたによろしくと言 

っています。) 

・エペソの教会が、プリスキラ・アクラの家。 

3)使徒 19:29(町中が大騒ぎになり、人々はパウロの 

同行者であるマケドニヤ人ガイオとアリスタルコ 

を捕え、一団となって劇場へなだれ込んだ。) 

・アリスタルコは政治家であったがパウロと共に

伝道をしていった。 

・ガイオは、産業人の中でも有力者であった。 

・社会的な影響力のある人であったが、伝道の為

に一つになった。 

4)使徒 19:31(アジヤ州の高官で、パウロの友人であ 

る人たちも、彼に使いを送って、劇場に入らない

ように頼んだ。) 

・エペソの地域のアレキサンデルが生かされた。 

 

 

△アジヤにいる人たちは、皆が福音を聞くようになった。 

1)使徒 19:10(これが二年の間続いたので、アジヤに住む者はみな、 

ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた。) 

・パウロが２年間の間、御言葉を語り続け、アジヤ中の人が御言葉 

を聞くようになった。 

・２年間は御言葉を続けて語る時に癒される。 

・ただ、イエス・キリストだけが唯一の解答である。 

・悪魔を打ち砕いた王なるキリストをはっきりと信じるように。 

2)使徒 19:12(パウロの身に着けている手ぬぐいや前掛けをはずして 

病人に当てると、その病気は去り、悪霊は出て行った。) 

・福音を続けて聞くと病気は癒される。 

3)使徒 19:19-20(また魔術を行なっていた多くの者が、その書物をかか

えて来て、みなの前で焼き捨てた。その値段を合計してみると、銀

貨五万枚になった。こうして、主のことばは驚くほど広まり、ます

ます力強くなって行った。) 

・魔術の本を焼き払うと、銀貨５万枚(4－5億円程)のものを売った 

・偶像崇拝の関係で仕事が出来なくなり大変になった。 

4)使徒 19:21(これらのことが一段落すると、パウロは御霊の示しによ 

り、マケドニヤとアカヤを通ったあとでエルサレムに行くことにし 

た。そして、「私はそこに行ってから、ローマも見なければならな 

い。」と言った。) 

・日本がキリスト教国家になって世界を生かすようになる。 

5)使徒 19:27(私たちのこの仕事も信用を失う危険があるばかりか、大 

女神アルテミスの神殿も顧みられなくなり、全アジヤ、全世界の拝 

むこの大女神のご威光も地に落ちてしまいそうです。」) 

・お寺の人たちが自分たちの商売が出来ない程になるように。 

・偶像崇拝をすることをやめる国家を作るまでになるように。 

・２年間の間、伝道を持続してこそ働きが起こる。 

・偶像国家をキリスト教国家とすることが出来るように。 

 

 



現場地教会（2023 年 9月 10 日～2023年 9月 16日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】         「偶像国家をキリスト国家にする教会」(使徒 19:8-10) 

  

【讃美】                     252 歌えうれしく 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 
御座の祝福を 

味わう 

（3•9•3 契約の

祈り） 

【吐いて】主は生ける神の御子キリストです。 

【吸って】いま神の御霊で満たしてください。 

【吐いて】御言葉の力が臨まれますように。 

【吸って】キリストの御霊で満たしてください。 

【吐いて】3つの呪いを解決する力が臨まれますように。 

【吸って】助け主聖霊様で満たしてください。 

【吐いて】聖霊様の力が臨まれますように。 

【吸って】3つの超越の力で満たしてください。 

【吐いて】御座の祝福・時空間を超える 237の光の力が臨まれますように。 

【吸って】3つのいのちで満たしてください。 

【吐いて】神の形・いのちの息・エデンの園の祝福が臨まれますように。 

【吸って】3つの空前絶後の祝福で満たしてください。 

【吐いて】空前絶後な私・教会・タラントが回復されますように。 

【吸って】3つの時代の祝福で満たしてください。 

【吐いて】牧師•重職者•レムナントの時代を味わう祝福をください。 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 

 

 

 

お知らせ 
 

 

1、70 人弟子メッセージ 

3、日本伝道集会 10 月 3 日～4 日 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


